
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
1
66
◆

1
2
2
2

蒲
郡
市
体
育
功
労
者
・

優
秀
選
手
表
彰

平
成
22
年
度
に
活
躍
し
た
優
秀

選
手
67
人
と
体
育
功
労
者
14
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

◆
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
発
展
に
寄
与

し
本
会
の
運
営
に
貢
献
し
た
方

（
5
人
）

大
場
富
士
弥
、
大
須
賀
林
、
鳥

居
賢
造
、
壁
谷
博
幹
、
牧
原
浩

紀
◆
競
技
団
体
役
員
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
・
発
展
に
寄
与

し
た
方（
9
人
）

弓
道　

早
川
榮
司

卓
球　

牧
原
靖
和

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

近
藤
泰
敏

バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

荒
島
祐
子

陸
上
競
技　

鈴
木
ひ
と
み

バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

武
内
徳
子

テ
ニ
ス　

横
山
正
人

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

中
村
俊
夫

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ　

近
藤
利

志
夫

◆
各
種
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
方（
67
人
）

柔
道　

金
沢
悠
希

ス
キ
ー　

加
藤
孝
夫
、
酒
井
武

卓
球　

稲
吉
学
、
竹
内
春
美
、
稲

吉
早
紀
、
市
川
志
穂
、
水
野
基

成
、
村
中
し
ず
く

野
球　

山
岡
豊
幸
、
新
宅
敬
治
、

菅
原
啓
、
大
原
健
司
、
松
原
孝

二
、
岩
瀬
希
久
也
、
小
椋
大
志

　

安
立
勝
俊
、
吉
見
仁
宏
、
中
川

隆
史
、
高
田
直
也
、
中
西
俊
晴
、

　

辻
本
篤
史
、
山
端
悠
介
、
伊
藤

龍
太
郎
、
梶
田
京
太
、
久
野
喬

史
、
増
山
仰
、
熊
谷
勇
亮

陸
上　

井
上
将
成
、
三
田
裕
介

ボ
ウ
リ
ン
グ　

石
川
敏
雄

中
小
体
連　

森
康
太
、平
野
主
記
、

丸
山
諒
、
廣
中
剛
臣
、
小
笠
原

康
仁
、
手
嶋
伸
午
、
大
林
孝
誌
、

井
上
椋
太
、
山
本
周
、
廣
濱
佑

弥
、
長
田
基
浩
、
山
本
高
寛
、

冨
田
和
裕
、
大
竹
駿
人
、
大
場

純
也
、
道
下
侑
典
、
杉
浦
潤
、

松
本
佳
左
、
大
塚
博
康
、
遠
藤

舜
弥
、
石
川
学
、
瀬
下
茉
利
、

則
政
明
日
香
、
深
水
寛
、
石
丸

寛
太
、
竹
内
清
師
、
牧
野
裕
也
、

大
竹
佳
成
、
稲
吉
弘
樹
、
本
多

諒
、
市
川
隼
也
、
尾
崎
稜
、
杉

浦
遼
大
、
辻
杜
政
、
飯
島
康
介
、

鈴
木
学
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1
2
2
2

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
で
健
全

な
発
展
を
し
た
少
年
団
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
発
展
に
貢
献
し
た
功

労
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬

称
略
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
功
労
者

（
2
人
）

多
田
敦
巳（
塩
津
軟
式
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
）

稲
吉
学（
形
原
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
指
導
功
労
者（
1
人
）

稲
吉
早
苗（
形
原
ジ
ュ
ニ
ア
卓

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

◆
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
1
団
）

蒲
郡
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団

市
民
課
1
66
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1
1
1
2

自
動
交
付
機
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
戸
籍
証

明
、
税
証
明
を
取
得
の
際
は
、
申

請
書
の
記
載
が
不
要
で
、
手
数
料

も
安
い
証
明
書
自
動
交
付
機
を
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
設
置
場
所

・
市
役
所
正
面
玄
関
前（
平
日
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
）

・
市
役
所
西
出
入
口
前（
年
末
年

始
を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
9
時
）

◆
利
用
方
法

市
民
カ
ー
ド
ま
た
は
住
基
カ
ー

ド
に
証
明
書
自
動
交
付
機
の
利
用

登
録
が
必
要
で
す
。
市
民
課
お
よ

び
各
出
張
所
、
休
日
窓
口
セ
ン

タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
1
66
◆

1
1
0
6

聞
こ
え
と
言
葉
に
心
配
の

あ
る
乳
幼
児
の
教
育
相
談

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ

ん
の
指
導
は
、
早
期
開
始
が
大
切

で
す
。
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と　
き　
毎
週
月
〜
金
曜
日

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

と
こ
ろ　
県
立
豊
橋
聾
学
校

対
象
児　
聴
覚
障
害
乳
幼
児

内　
容　

・
聴
力
測
定

・
言
葉
の
育
て
方

・
人
工
内
耳
、
補
聴
器

・
子
育
て

問
合
先　
県
立
豊
橋
聾
学
校　

☎
０
５
３
２
◆

45
◆

２
０
４
９

FAX
０
５
３
２
◆

47
◆

７
５
４
５
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市役所本庁舎　（土・日・休日および年末年始を除く）午前8時30分～午後5時15分　166◆1111

増え続ける不法投棄
　ごみの不法投棄は毎年増加
の一途をたどっています。
　冷蔵庫、テレビ、洗濯機、タ
イヤや家庭ごみなど多種多様
なものが不法に捨てられてい
ます。
　安易にごみを捨てる行為は、
5 年以下の懲役や1千万円以
下の罰金に処せられる重大な
犯罪です。
　市では、不法投棄を抑止するため、監視カメラの設置、山中のパト
ロール、不法投棄防止看板や防護柵の設置などを行っています。
　市民の皆さんも、捨てているところを発見したときは、車のナン
バーを控えるなどして、環境課または警察に連絡してください。ま
た、地主の方は防護柵を設置するなど、日ごろから捨てられない対
策も必要です。
　不法投棄をなくし、美しいまちにしましょう。

環境課　☎66◆ 1122


